
３４回目を迎えた主要国首脳会議（サミット）は７月７日から9日までの３日間にわたっ

て自然豊かな北海道洞爺湖で開催されました。８年ぶり５回目の日本開催となった

今回のサミットは、地球温暖化の進行や原油高騰など地球規模の問題が人 の々

生活に切実な影響を与えている中で行われたため、きわめて重要な会議として注

目を集めました。このような状況の中で参加各国首脳は真剣な討議を重ねました。

その結果、それぞれの立場や主張を乗り越えて、より良い世界の実現への展望を

開くという共通の認識の下に、協調して危機に立ち向かうというメッセージを発信す

ることができました。特に焦点となっていた気候変動問題では議長国の日本がリー

ダーシップを発揮し、世界全体の温室効果ガスの排出量を２０５０年までに少なくとも

５０％削減するという長期目標を世界全体の目標とするよう求めることで合意し、国

際連合での交渉を加速させる上で、大きな貢献を果たすことができました。

今後とも、日本政府は、こうして得られたサミットの成果を着実に実行していくべく、

Ｇ８、新興国そして途上国を含む各国と共に協力を推進していきます。
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SCHEDULE
日　程

ワーキング・ランチおよびアフリカ首脳等との拡大会合／Ｇ８社交行事

Ｇ８会合／Ｇ８ワーキング・ランチ／
Ｇ８会合／Ｇ８ワーキング・ディナー

拡大会合（※２）／ＭＥＭ（※３）／拡大会合ワーキング・ランチ（※３）／福田総理の議長国記者会見

７月７日（月） 拡大会合（※１）

７月８日（火） Ｇ8会合

７月９日（水） 拡大会合および主要経済国首脳会合（ＭＥＭ）

※１ Ｇ８、アルジェリア、エチオピア、ガーナ、ナイジェリア、セネガル、南アフリカ、タンザニアの各国首脳、アフリカ連合委員長、国際連合事務総長、世界銀行総裁
※２ Ｇ８、ブラジル、中国、インド、メキシコ、南アフリカの各国首脳

※３ Ｇ８、オーストラリア、ブラジル、中国、インド、インドネシア、メキシコ、韓国、南アフリカの各国首脳、国際連合事務総長、世界銀行総裁、ＩＭＦ専務理事、ＯＥＣＤ事務総長、ＩＥＡ事務局長

G8 北海道洞爺湖サミット2008

G8ワーキング・セッション（7月8日）




